
明日から風薫る五月がスタートします。新年度が始まって１
ヶ月が経ち、子どもたちも少しずつ新しいクラスに慣れて、落
ち着いて生活しています。
本園では、 を目標に、日々の保育に取り組んで目指す子ども像

います 「 」と関連付けてお。 幼児期までに育って欲しい１０の力
伝えします。

○ がんばる子(知）
〇自立心 〇思考力の芽生え
〇数量・図形、文字への関心・感覚

・途中であきらめず、最後まで粘り強く取り組む。
・身近な物事に自分から進んで関わり、考えたり工夫したりし

ながら自分の考えをしっかり持つ。
・遊びや生活の中で、数量や図形、標識や文字等に興味や関心

を持つ。

○ やさしい子( 徳)
〇協同性 〇社会生活との関わり
〇道徳性 規範意識の芽生え・
〇言葉による伝え合い 〇豊かな感性と表現
〇自然との関わり・生命尊重

・友達と楽しく生活する中で、きまりの大切さに気付き守ろう
とする。

・地域の人や、自分の身の回りの人に関心を持ち、親しみをも
って挨拶したり話したりする。

・生活の中で、美しいものや心を動かす出来事に触れて、感性
を豊かにする。

・身近な自然に触れて、動植物に関心を持つと共に、命を大切
にしようとする。

○ 元気な子( 体)
〇健康な心と体
・いろいろな遊びの中で十分に体を動かす。
・様々な活動に親しみ、楽しんで取り組む。

幼 児 教 育 は 「 」 と 言 わ れ ま す 。 知、 環 境 に よ る 教 育
識や技術を一方的に教え込むのではなく 「 」を、 遊び
通 し て 、 子 ど も 自 身 の 興 味 や 関 心 を 大 切 に 育 て る 中
で 、 豊 か な 「 」 に つ な げ て い く も の で す 。 本 園学 び
で も の 視 点 を 大 切 に し て 、 日 々「 遊 び 」 ＝ 「 学 び 」

Ｈ Ｐ ドの 保 育 の 充 実 を 図 っ て い ま す 。 そ の 様 子 を や
や 等 を 通 し て おキ ュ メ ン テ ー シ ョ ン 園 ・ ク ラ ス 便 り

伝えしていきます。

目指す子ども像！
５月の主な予定をお知らせします。

５月の主な予定
３ (月 ) 憲 法 記 念 日

４ (火 ) み ど り の 日

５ (水 ) 子 ど も の 日

１ ２ (水 ) さ つ ま 芋 差 し (年 長 )＊ 参 観 は 無 し

１ ３ (木 ) さ つ ま 芋 差 し (予 備 日 )

う め 組 遠 足 （ 五 老 岳 ）１ ４ (金 ) が

さ く ら 遠 足 （ 五 老 岳 ）１ ７ (月 ) が

13:00１ ８ (火 ) 歯 科 検 診 (年 少 以 上 ）

10:30２ ０ (木 ) ５ 月 誕 生 会

（ ）２ １ (金 ) 年 中 遠 足 グ リ ー ン ス ポ ー ツ セ ン タ ー

年 少 遠 足 （ 舞 鶴 公 園 ）２ ４ (月 )

10:00２ ５ (火 ) コ ロ コ ロ 広 場 (未 就 園 児 事 業 )

13:30２ ７ (木 ) 内 科 検 診 (年 少 以 上 ）

資源回収のお願い！
本園では「資源回収」を行っています。収益金

は、子ども達の遊び道具の購入や保育環境の整備
等に活用させていただきます。今年度もPTA会
員や地域の皆様に御協力いただければ大変ありが
たく思います。どうかよろしくお願いします。搬
入については、下記の点に御協力ください。

・段ボール・牛乳パック＜回収品＞新聞・雑誌
、 、 。※できれば 新聞と広告は別にして 紐でくくってお出し下さい

（中をよくすすいでお出しください ）アルミ缶 。
＜回収場所＞

に入れて下◯園舎の「つくし組下の車庫」
さい。園で分別してコンテナに入れます

。ので直接コンテナに入れないでください

◯休日で車庫が閉まっている場合は、シャ
ッター前に置いてください。
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☆目指す子ども像
○ が ん ば る 子
○ や さ し い 子
○ 元 気 な 子

・ ・ ・ お 世 話 に な り ま す ！園 医 先 生 の お 知 ら せ

◯ 荒 木 ク リ ニ ッ ク 荒 木 義 正 先 生

◯ 小 瀬 木 歯 科 医 院 小 瀬 木 良 和 先 生

のお知らせ「相談窓口」
お 子 さ ん の こ と で 、 御 心 配 な こ と や 園 へ の 御 要 望

等があれば、お気軽にご相談ください。

☆担当者
・ が担当します。主任（小村谷）

９：００～１８：００☆時間




